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平成２６年度

第１７回大分県教育委員会

【議 事】

（１）議 案

第１号議案 教育庁の管理職人事について

第２号議案 教職員の懲戒処分について

（２）報 告

①平成２６年第４回定例県議会議案に対する教育委員会の意見について

②情緒障害児短期治療施設及び入所児童に対する教育的支援について

③平成２６年度大分県子ども読書活動コンクール及び

第２回大分県子どもと本をつなぐネットワークフォーラムについて

④平成２６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果について

（３）その他
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【内 容】

１ 出席者

委 員 委員長 松 田 順 子

委員長職務代理者 林 浩 昭

委員 岩 崎 哲 朗

委員 首 藤 照 美

委員 高 橋 幹 雄

教育長 野 中 信 孝

欠席委員なし

事務局 理事兼教育次長 河 野 盛 次

教育次長 落 合 弘

教育次長 大 城 久 武

教育改革・企画課長 佐 野 壽 則

教育人事課長 藤 本 哲 弘

教育財務課長 岡 田 雄

福利課長 大 石 尚 志

義務教育課長 後 藤 榮 一

生徒指導推進室長 江 藤 義

特別支援教育課長 後 藤 みゆき

高校教育課長 髙 畑 一 郎

社会教育課長 曽根﨑 靖

人権・同和教育課長 甲 斐 順 治

文化課長 山 口 博 文

体育保健課長 蓑 田 智 通

教育改革・企画課主幹 勝 尾 裕 美

教育改革・企画課主査 石 丸 一 輝

２ 傍聴人 ６ 名
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開会・点呼

（松田委員長）

それでは、委員の出席確認をいたします。

本日は、全委員が出席です。

ただいまから平成２６年度 第１７回教育委員会会議を開きます。

署名委員指名

（松田委員長）

本日の会議録の署名委員でございますが、岩崎委員にお願いしたいと

思います。

会期の決定

（松田委員長）

本日の教育委員会会議はお手元の次第のとおりであります。

会議の終了は１５時１０分を予定しています。

よろしくお願いします。

議 事

（松田委員長）

はじめに、会議は原則として公開することとなっておりますが、会議

を公開しないことについてお諮りします。

第１号議案及び第２号議案については、人事に関する案件ですので、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１３条第６項ただし書の規

定により、これを公開しないことについて、委員の皆さんにお諮りいた

します。
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公開しないことに賛成の委員は挙手をお願いします。

（採 決）

それでは、第１号議案及び第２号議案については、非公開といたしま

す。

本日の議事進行は、はじめに公開による議事を行い、次に非公開によ

る議事を行います。

【報 告】

①平成２６年第４回定例県議会議案に対する教育委員会の意見について

（松田委員長）

では、報告第１号「平成２６年第４回定例県議会議案に対する教育委

員会の意見について」報告をしてください。

（野中教育長）

報告第１号について、ご説明します。報告書の３ページをお開きくだ

さい。

平成２６年第４回定例県議会に上程された議案のうち、教育委員会関

係分として、中ほどの議案名にある「職員の給与に関する条例等の一部

改正について」など５議案につきまして、地方教育行政の組織及び運営

に関する法律第２９条の規定により、知事から教育委員会の意見を求め

られました。

本来なら知事への回答にあたり、教育委員会で議決していただくとこ

ろですが、日程の都合上、協議できませんでしたので、大分県教育委員

会の権限に属する事務の一部を教育長に委任し又は臨時に代理させる規

則第３条第１項に基づき教育長が臨時代理として処分しました。報告書

２ページのとおり、異議のない旨回答しましたので、同条第２項に基づ

き、本委員会に報告いたします。

各議案の内容等につきましては、担当課長が説明いたしますので、よ

ろしくお願いします。

（藤本教育人事課長）

第１２０号議案「職員の給与に関する条例等の一部改正について」、

ご説明いたします。資料の４ページから６８ページに該当議案を掲載し

ております。なお、説明は改正の概要で行いますので、資料の７３ペー



- 5 -

ジをご覧ください。資料の太枠で囲んでいる部分が教育委員会に関係す

る部分です。

最初に、「１ 職員の給与に関する条例の一部改正（第１条関係）」は、

平成２６年給与改定にかかるものです。まず、「（１）給料表改定」につ

きましては、人事委員会勧告に基づき、改定を行うものです。次に「（３）

勤勉手当」につきましては、人事委員会勧告に基づき、年間の支給割合

を０．１５月分引き上げるものです。なお、平成２６年６月期は既に支

給されておりますので、１２月期の支給割合を０．１５月分引き上げ、

一般職につきましては現行の０．６７５月から０．８２５月とし、部・

次長級に相当する特定幹部職員につきましては、現行０．８７５月から

１．０２５月とするものです。

次に、「２ 職員の給与に関する条例の一部改正（第２条関係）」は、

給与制度の総合的見直しに伴う改正です。国においては、給料表を平均

２％引き下げる給与制度の総合的見直しを実施するよう、人事院勧告が

行われました。人事委員会は、国に準じて給料表を同じく引き下げるよ

う勧告を行いましたので、これを尊重し、平成２７年４月１日から平均

２％引き下げるものです。併せて、地域間の給与配分を見直し、人事異

動を円滑に行うために、各種手当を改正する人事委員会勧告が行われま

したので、これを踏まえ、改定するものです。まず、「（１）給料表改定」

につきましては、人事委員会勧告に基づき平均２％引き下げるものです。

次に「（３）地域手当」につきましては、人事委員会勧告に基づき、東

京都特別区の支給割合を１８％から２０％に、大阪市については１５％

から１６％になど、支給割合を級地の区分に応じて改定するものです。

次に（４）及び（７）の「単身赴任手当」につきましては、基礎額を３

万円に改定し、また、加算額につきましては、これまで職員と配偶者の

住居の距離が１,５００ｋｍ以上離れている場合、月額４万５千円を支

給することになっておりましたが、新たに最高区分を２,５００ｋｍ上

とし、月額の限度額も７万円とし、再任用職員に対しても同手当を支給

できるよう改めるものです。次に「（５）管理職員特別勤務手当」につ

きましては、管理監督職員が災害等緊急対応のために平日の午前０時か

ら午前５時までに勤務した場合、人事委員会勧告に基づき、勤務１回に

つき６千円を上限として人事委員会規則で定める額を支給するもので

す。次に「（６）勤勉手当」につきましては、平成２７年度以降につき

まして、支給月数を６月期、１２月期ともに、一般職員は０．７５月に、

特定幹部職員は０．９５月に改めるものです。

資料の７５ページをご覧ください。７と８の「特別職の常勤職員及び

教育長の給与等に関する条例の一部改正」についてです。まず、７の平

成２６年給与改定につきまして、国の特別職においては、平成２６年の

給与改定のうち、給料月額の改定は行われませんでしたので、これに準

じて、給料月額の引き上げは行わないこととし、期末手当について国の
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特別職及び一般職に準じて、年間の支給割合を０．１５月引き上げるも

のです。平成２６年１２月期の支給割合につきまして、現行１．５５月

から１．７月とし、平成２７年度以降の支給割合につきまして、６月期

は現行１．４月から１．４７５月に、１２月期は現行１．７月から１．

６２５月に改めるものです。次に、８の給与制度の総合的見直しに伴う

改正につきましては、平成２７年４月１日から、国の特別職及び県の一

般職に準じて、給料月額を２％引き下げるものです。なお、常勤の特別

職につきましては、既にこれまで一般職の給与改定に準じて、１．２％

減じておりますことから、これに２％を加えて、合計３．２％減じるも

のです。また、この取扱いにつきましては、附則において、平成３２年

３月３１日までの間又は任期の末日のいずれか早い日までの間、現給保

障する取扱いになっています。

次に、１１の「附属機関の委員等の報酬及び費用弁償条例の一部改正」

についてです。非常勤の顧問、参与、調査員、嘱託員及びこれらに準ず

る者については、日額２６,８００円以内で、予算で定められた範囲内

で任命権者が定める額を支給することになっておりますが、平成２７年

４月１日から、一般職の給与改定に準じて、この上限を２６,２００円

とするものです。

次に、７６ページをご覧ください。１２の「学校職員の特殊勤務手当

支給条例の一部改正」についてです。メリハリのある教員給与体系を推

進するため、国において義務教育費国庫負担金を見直したことから、本

県においても、これらを踏まえ、教員特殊業務手当の改定を行うもので

す。国の予算措置に準じ、資料の①～⑤の手当額を概要のとおり増額す

るものです。次に、１３の「技能労務職員の給与の種類及び基準に関す

る条例の一部改正」についてです。再任用職員の単身赴任手当について、

人事委員会勧告に基づき、再任用職員が単身赴任をした場合、新たに手

当を措置するものであります。最後に、１７と１８の「職員の給与に関

する条例等の一部を改正する条例の一部改正」についてです。給料の切

替えに伴う経過措置については、平成３０年３月３１日までの間、その

差額に相当する額を超えない範囲内において、定める額を支給するとい

うものです。

第１２０号議案につきましては、以上です。

続きまして、第１２１号議案「職員の退職手当に関する条例等の一部

改正について」、ご説明いたします。資料の６９ページに該当議案を掲

載しております。なお、説明は改正の概要で行いますので、資料の９３

ページをご覧ください。

職員の退職手当につきましては、第１２０号議案「職員の給与に関す

る条例等の一部改正について」の中でご説明いたしました給与制度の総

合的な見直しの影響により、給与月額を算定基礎とする退職手当の基本

額の支給水準が平均で２％低下することから、退職手当の調整額の引上
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げを行い、現行の退職手当の支給水準の維持を図るものです。職員の退

職手当については、退職日の給料月額や勤続年数、退職理由等により算

出する基本額に、退職前の職責５年分に応じて加算することとされてい

る調整額を加えて算出することとなっており、今回の改正は調整額の第

１号区分から第７号区分までの金額を、それぞれ増額改定するものです。

また、第７号区分については、これまで勤続期間２４年以下の退職者に

は支給しないこととしていたものを、支給の対象とするものです。

次に、特別職の常勤職員及び教育長の退職手当についてです。特別職

の常勤職員及び教育長の退職手当につきましても、一般職員に準じて給

与水準が２％低下することから、一般職員との均衡を図るため、当分の

間、退職手当の額に１．０２を乗じて得た額を支給するものです。なお、

施行期日は給与制度の総合的見直しの実施に併せて、平成２７年４月１

日からとしています。

以上でございます。

（岡田教育財務課長）

報告資料の７０ページにあります、第１３５号議案「大分県立学校の

設置に関する条例の一部改正について」、ご説明いたします。資料９７

ページをお開きください。

「１ 改正内容」ですが、大分県立山香農業高等学校及び大分県立日

出暘谷高等学校を廃止するものです。

「２ 改正理由」ですが、「高校改革推進計画」に基づき、この２校

を統合し、平成２５年４月に新たな日出総合高等学校を開校したことに

伴い、山香農業高等学校及び日出暘谷高等学校は、平成２５年度から生

徒の募集を停止しており、平成２４年度以前に入学した生徒が２７年３

月で卒業しますので、両校を廃止するものです。

「３ 施行期日」ですが、平成２７年４月１日としています。

また、次のページに新旧対照表を掲げておりますので、参考としてご

覧願います。

以上でございます。

（山口文化課長）

報告資料７１ページをお開きください。第１３６号議案「大分県立芸

術会館の設置及び管理に関する条例の廃止について」、ご説明いたしま

す。本議案は、大分県立美術館の設置に伴い、大分県立芸術会館を廃止

するため、大分県立芸術会館の設置及び管理に関する条例を廃止するも

のです。資料９９ページをお開きください。

「１ 芸術会館の設置条例の廃止」について、ご説明いたします。平

成２７年４月に県立美術館が開館することとなり、美術館としての使命

を終えることから、芸術会館を廃止するものです。
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続きまして、「２ 関係条例の整備」について、ご説明いたします。

大分県立芸術会館協議会条例の廃止につきましては、芸術会館の廃止に

伴い、芸術会館の円滑な運営を図るため、博物館法の規定に基づき設置

していた同協議会の役割もなくなることから、その廃止を行うものです。

大分県使用料及び手数料条例の一部改正につきましては、芸術会館の廃

止に伴い、別表第１の大分県立芸術会館の項を削る一部改正を行うもの

です。

「３ 施行期日」につきましては、平成２７年４月１日としています。

以上でございます。

（岡田教育財務課長）

７２ページにあります、第５号報告「訴えの提起について」、ご説明

いたします。詳しくは資料を用意しておりますので、１００ページをお

開きください。

本件は県立盲学校への遺贈に係るものです。まず、１の「経緯」です

が、県立盲学校の第２代校長、森清克氏の孫にあたる森章氏が、自身の

所有するマンションの土地・建物を県立盲学校に遺贈する旨の遺言書を

作成した後、本年３月１５日頃に亡くなりました。

遺贈物件については、次の２に示していますとおり、東京都港区の六

本木ヒルズレジデンスＢ棟１９０５号室です。

１の「経緯」に戻りまして、県はこの遺贈を受けることとし、唯一の

相続人である兄の森一弘氏に対し、所有権移転登記に同意するよう交渉

してきました。その一方で、本件不動産の所有権を保全するため、９月

１２日には東京地裁に処分を禁止する旨の仮処分を申立て、同月２５日

に決定を得ました。これに対して、同氏から東京地裁に対し、県から訴

えを提起するよう申立てがあったため、１０月１５日付けで同地裁から

１か月以内の提起を命ずる起訴命令を受けたところです。

訴えの提起は、本来議会の議決が必要ですが、今回は１か月以内に訴

えを提起しなければ、処分を禁止する仮処分が取り消されるため、早急

に提起する必要がありましたので、１１月７日に知事の専決処分を行い、

同月１３日に訴えを提起したものです。

訴えの内容は、３に記載のとおりですが、提起の理由は、あくまでも

遺言者の遺志に沿い、当該不動産を盲学校のために役立てること、また

相手方の申立による裁判所からの起訴命令に対応し、１か月以内に提起

する必要があったことから、やむなく行なったということです。

なお、「４ 今後のスケジュール」ですが、来年１月に第１回口頭弁

論が行われ、裁判期間は約１年程度の見通しです。

以上でございます。

（松田委員長）
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何かご意見・ご質問等はありませんか。

（林職務代理者）

部活動手当の支給について、どのような実態となっていますか。

（藤本教育人事課長）

部活動手当については、生徒に対する指導業務で週休日等に行うもの

に対し、従事した時間数の区分に応じ支給しています。

②情緒障害児短期治療施設及び入所児童に対する教育的支援について

（松田委員長）

では、報告第２号「情緒障害児短期治療施設及び入所児童に対する教

育的支援について」報告をしてください。

（後藤特別支援教育課長）

資料１ページをご覧ください。１に、この施設の概要をお示ししてい

ます。情緒障害児短期治療施設は、児童福祉法第４３条の２に基づく施

設で、医療の観点から生活支援を基盤とした心理治療を行う児童福祉施

設です。法令上は、「軽度の情緒障害を有する児童」とありますが、入

所する児童は（２）にお示ししたとおり、被虐待経験などにより社会生

活の課題を生じている児童や、二次的に適応が困難になっている発達障

がい児、心身症等により不登校の問題が生じている児童などです。この

ような子どもたちを対象とする施設の重要性につきましては、（３）に

お示ししたように、国は「子ども・子育てビジョン」で、平成２６年度

までに全国で４７か所設置を数値目標としており、県では、「安心・活

力・発展プラン２００５」で情緒障害児短期治療施設の設置促進を明記

しています。

このような状況を受け、続く２の（２）にお示ししたとおり、本県初

の情緒障害児短期治療施設が来年４月１日に開設されることが予定され

ています。施設の名称は、「大分こども心理療育センター愛育学園はば

たき」です。定員は３０名ですが、現在、児童相談所が開設当初の入所

児を調整中です。以上が施設開設に関する説明ですが、では、施設入所

の子どもたちへの教育はどうするかを続いてご説明します。２ページを

ご覧ください。

これまで、施設開設に伴う学校教育をどうするかについて、大分市教

育委員会と協議を重ね、施設併設校の新設が必要という意見の一致を見

まして、大分市立小・中学校の分校を、施設開設に併せて新設するとい

う結論に至りました。完成予想図をお示ししていますが、施設本体は中

央部の大きな建物で、学校は施設に隣接する左側の建物というイメージ
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です。

そこで、学校新設に関する県教育委員会の対応ですが、まず（１）と

して、特別支援学級新設等の検討があります。大分市教育委員会は施設

併設校の新設に際し、特別な教育課程を編成して入所児の実態に適した

教育を行うことが必要との立場から、特別支援学級の設置を想定してい

るようです。現在、学校新設に係る人員配置等について大分市教育委員

会と協議中です。

また、学校開設は大分市教育委員会のもとで進められますが、施設で

の治療を終えて退所する子どもたちは、県内各地の小・中学校に在籍す

ることとなり、転校先の学校では、心因的な問題の理解に基づいた適切

な関わりを行うことが求められます。そこで、（２）の県内小・中学校

の特別支援教育コーディネーターの専門性向上のための研修や、（３）

の特別支援学校の巡回相談担当教員による県外施設の訪問を本年度内に

実施し、必要な情報や適切な対応例を獲得させ、情緒障がいのある子ど

もたちに対する現在、そして今後の支援に生かしてもらおうと考えてい

ます。

以上で、ご報告を終わります。

（松田委員長）

何かご意見・ご質問等はありませんか。

（首藤委員）

資料の「（２）施設入所対象の児童の標準的な状態像」の「二次的に

適応が困難になっている発達障がい児」の様子を、もう少し詳しく説明

してください。

（後藤特別支援教育課長）

ケース・バイ・ケースですが、不適切な言動がある、授業中に外に出

る等の不適応な状態が見られる子どもたちです。

（首藤委員）

施設併設校という説明がありましたが、これまで、院内学級を置いた

例もあり、そのようなものと考えればよいでしょうか。

（後藤特別支援教育課長）

そのように考えていただいて結構です。すぐ隣に施設があり、医療の

対応がすぐにできるため、施設隣接校となりました。

（松田委員長）

大分市に施設が開設され、その定員があるでしょうから、外部からは
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入りにくいのではないかと思うのですが、いかがでしょうか。

（後藤特別支援教育課長）

児童相談所の措置によって施設に入所しますので、大分県内すべての

地域から施設に入所することになります。また、治療が終わりましたら、

それぞれの地域へ帰っていきます。

③平成２６年度大分県子ども読書活動コンクール及び第２回大分県子どもと本

をつなぐネットワークフォーラムについて

（松田委員長）

では、報告第３号「平成２６年度大分県子ども読書活動コンクール及

び第２回大分県子どもと本をつなぐネットワークフォーラムについて」

報告をしてください。

（曽根﨑社会教育課長）

資料１ページをご覧ください。まず、「大分県子ども読書活動コンク

ール」について、ご説明します。趣旨は１のとおりですが、学校をはじ

め関係者の読書活動に対する意欲を引き出すために、公募のコンクール

方式による表彰として実施しています。

募集部門は３のとおり、学校の部「読書活動」・「学校図書館を活用し

た授業実践」、社会教育施設等の部、団体及び個人の部の計３部門４区

分です。４の「賞」については、各区分毎に優秀賞を３、そのうち最優

秀を１としています。公募の結果、６のとおり合計で１８の応募があり

ましたが、社会教育施設等からの応募はありませんでした。１１月２１

日に、民間を含む委員により厳正かつ公正に審査いただき、２ページの

一覧のとおり入賞者が決定しました。

学校の部「読書活動」の最優秀校は由布市立西庄内小学校、優秀校は

津久見市立保戸島小学校及び臼杵市立下南小学校です。同じく「学校図

書館を活用した授業実践」の最優秀校は佐伯市立佐伯小学校、優秀校は

豊後大野市立三重中学校及び県立大分上野丘高等学校です。「読書活動」

最優秀校の由布市立西庄内小学校は、保護者を巻き込んだ子どもの読書

環境の充実に向けた取組や、読書を促す環境づくりなどが高い評価を得

ました。また、「学校図書館を活用した授業実践」最優秀校の佐伯市立

佐伯小学校は、全教職員で計画的に取り組む姿勢や、ボランティア、Ｐ

ＴＡ活動と連携し、授業を支える読書環境を整備する体制が高い評価を

得ました。

団体及び個人の部については８つの団体が応募し、日田市の「エホン

ト」が最優秀となりました。絵本をきっかけに親子のコミュニケーショ

ンを深めるための特色ある活動などが高く評価されました。コンクール
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受賞者の表彰につきましては、このあと説明します「第２回大分県子ど

もと本をつなぐネットワークフォーラム」の中で行います。

資料３ページをご覧ください。「子どもと本をつなぐネットワークフ

ォーラム」についてです。このフォーラムは、子どもの読書活動を支え

る優れた実践の紹介とともに、講演会・分科会等の機会を提供すること

により、情報共有と関係者の資質向上を図り、子どもの読書活動の一層

の推進をめざすもので、１２月１３日（土）に、県立図書館において開

催します。参加は、県下の読書ボランティア団体などの市民グループを

はじめ、図書館、学校、行政関係者などですが、入場無料であり、一般

の御来場も歓迎いたします。

内容は、午前中に、「大分県子ども読書活動コンクール」の表彰式と

講演会を行います。講演会の講師は、東京を拠点に児童文庫活動に長年

携わるとともに、学校図書館を考える全国連絡会世話人などとして活躍

されている広瀬恒子さんです。午後には、高校生によるビブリオバトル

と分科会を行います。ビブリオバトルとは、自分のおすすめ本の魅力を

紹介するプレゼンテーション大会で、今回は、別府鶴見丘高校、別府青

山高校、大分商業高校、佐伯豊南高校から１名ずつの生徒が参加します。

また、分科会では、子どもの読書活動に関わる人のネットワークとビブ

リオバトルをテーマに、県内先行事例の発表や意見交換を行います。

以上でございます。

（松田委員長）

何かご意見・ご質問等はありませんか。

（岩崎委員）

コンクールへの応募数が少ないようですが、今後どのように取り組ん

でいきますか。

（曽根﨑社会教育課長）

各市町村教育委員会やホームページ等を通して案内をしてきました。

昨年度入賞を逃した学校等にも再度応募を呼びかけましたが、応募には

つながりませんでした。来年度に向けては、広く広報するとともに、優

秀な取組をしており、これまで応募したけれども入賞を逃したところに、

再度早めに呼びかけ、応募数を増やしていきたいと考えています。

（松田委員長）

今年は２回目ということですが、１回目の応募はどのくらいありまし

たか。

（曽根﨑社会教育課長）
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１回目は４１の応募がありました。学校の部では、「読書活動」が第

１回は６校、第２回も６校、「学校図書館を活用した授業実践」が第１

回は９校、第２回は４校でした。「学校図書館を活用した授業実践」へ

の応募が減っていますが、授業での活用に活発に取り組んでいる学校も

多いため、特に重点的に呼びかけを行っていきたいと考えています。

（松田委員長）

図書館の充実に取り組んでいる学校は多くあります。応募が増えるよ

う募集について考えてほしいと思います。文部科学省も子どもの読書に

関する表彰を行っているのでしょうか。

（曽根﨑社会教育課長）

文部科学大臣表彰があります。大分県子ども読書コンクールの受賞者

を中心に、文部科学省表彰への推薦へつなげていこうと考えています。

２４年度まで実施していた子ども読書の県表彰には学校部門がありませ

んでしたが、２５年度からのコンクールで学校部門を新設し、学校図書

館での取組の活性化を図っています。

（松田委員長）

素晴らしい取組だと思いますので、続けてほしいと思います。

④平成２６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果について

（松田委員長）

では、報告第４号「平成２６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調

査結果について」報告をしてください。

（蓑田体育保健課長）

「平成２６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果について」、

ご報告します。まず、資料１ページをご覧ください。

この調査は、全国的な子供の体力の状況を把握・分析することにより、

体力向上の施策の改善を図ることを目的として、全国の小学校５年生と

中学校２年生を対象に平成２０年度から実施しています。調査事項とし

ては、握力や５０ｍ走といった８種目の実技に関する調査と質問紙調査

を行っています。

次に、２ページ上段の資料１をご覧下さい。この表は、平成２６年度

全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果における体力合計点での全国

順位を示したものです。本調査につきましては、平成２０年度から実施

しているもので、２１年度までは悉皆での調査でしたが、２２年度と２

４年度は２０％の抽出調査を行っており、２５年度からは再び悉皆調査
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として行われています。なお、平成２３年度は震災のため、中止となっ

ています。

本県の全国順位についてですが、小５男子９位（九州１位）、小５女

子１３位（同２位）、中２男子１８位（同３位）、中２女子３６位（同６

位）という結果でした。いずれも過去最高の順位となり、特に小学生に

ついては、九州トップレベルを達成することができました。

続いて、下段の資料２をご覧下さい。この表は、今年度の体力合計点

と５年前の平成２１年度の体力合計点の差を「体力合計点の伸び」とし

て示し、その数値が大きい順に都道府県を並べたものです。本県の全国

順位についてですが、小５男子２位、小５女子１位、中２男子３位、中

２女子１位という結果でした。

資料１では、中２女子は３６位という結果をお知らせしましたが、こ

の表からは、中２女子を含め、本県児童生徒の体力が確実に向上してい

ることがおわかりになると思います。

次に、３ページの資料３をご覧下さい。本調査では、実技調査に加え、

児童生徒や学校に対する質問紙調査も行っています。資料３は学校に対

する質問紙調査結果から抜粋したものです。県平均が全国平均を１０ポ

イント以上上回った項目を網掛けにしています。

例えば小学校で見てみますと、「体力・運動能力向上の目標設定」を

行っている学校は、全国で７９．９％に対して、本県は９７．５％にな

っていることがおわかりになると思います。現在、県教育委員会では、

目標達成に向けて組織的に取り組む「芯の通った学校組織」の構築を目

指しており、その一環として、体力の向上につきましても、学校での組

織的・計画的な取組を推進してきたところです。資料３は、こうした県

教育委員会の体力向上に向けた取組の裏づけとなるものと判断してお

り、今回の体力調査結果が向上した大きな要因と捉えています。

最後に、調査結果の考察を申し上げます。本調査結果から、本県児童

生徒の体力は確実に向上していることが明らかとなりました。その要因

としましては、学校での組織的・計画的な体力向上の取組により、児童

・生徒の運動の実施頻度が高まったことが考えられます。今後は、児童

・生徒、特に女子中学生の運動の実施頻度を高める工夫を行い、さらに

運動好きな児童・生徒を育成していきたいと考えております。

以上でございます。

（松田委員長）

何かご意見・ご質問等はありませんか。

（林職務代理者）

学校の統廃合により、バスなどで通学している子どもが増えていると

聞きますが、徒歩通学の距離と体力に関係はあるのでしょうか。また、
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そういった調査を行っていますか。

（蓑田体育保健課長）

調査は行っていませんが、関係があると認識しています。中学校でも、

通学距離が拡大し、車での送迎が行われることから、運動部活動にも少

なからず影響が出ています。

（林職務代理者）

女子中学生を心配していましたが、５年前との比較から確実に伸びて

いることが分かりました。中２女子の全国順位については、これからに

期待します。

（松田委員長）

芯の通った学校組織などの様々な取組により、体力が向上してきたこ

とがよく分かりました。体力合計点の伸びが、まさに大分県のがんばり

であり、本当にすばらしく喜ばしい結果だと思います。これで気を抜く

ことなく、今後も取組を継続してください。

（松田委員長）

それでは、先に非公開と決定しました議事を行いますが、その前に、

公開でその他、何かございませんか。

ないようですので、先に非公開と決定しました案件の議事を行います。

関係課室長のみ在室とし、その他の課室長及び傍聴人は退出してくださ

い。

（関係課以外及び傍聴人退出）

【議 案】

第１号議案 教育庁の管理職人事について

（松田委員長）

それでは、第１号議案「教育庁の管理職人事について」提案を求めま

す。

（説 明）
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（松田委員長）

ただ今、提案のありました議案について、審議を行います。質疑・意

見等のある方はお願いします。

（質疑・意見等）

（松田委員長）

ただ今、提案のありました第１号議案の承認について、お諮りいたし

ます。第１号議案について、承認される委員は挙手をお願いします。

（採 決）

（松田委員長）

第１号議案については、提案どおり承認します。

第２号議案 教職員の懲戒処分について

（松田委員長）

それでは、第２号議案「教職員の懲戒処分について」提案を求めます。

（説 明）

（松田委員長）

ただ今、提案のありました議案について、審議を行います。質疑・意

見等のある方はお願いします。

（質疑・意見等）

（松田委員長）

それでは、ただ今、提案のありました第２号議案の承認について、お

諮りいたします。第２号議案について、承認される委員は挙手をお願い

します。

（採 決）

（松田委員長）

第２号議案については、提案どおり承認します。

（松田委員長）

最後にこの際、何かありましたら、お願いします。
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ないようですので、これで平成２６年度第１７回教育委員会会議を閉

会します。

お疲れ様でした。



平成26年度第17回大分県教育委員会会議次第

日時 平成２６年１２月９日（火）

１３：３５～１５：１０

場所 教育委員室

１ 開 会

２ 署名委員の指名

３ 議 題

（１）議 案

第１号議案 教育庁の管理職人事について

第２号議案 教職員の懲戒処分について

（２）報 告

①平成２６年第４回定例県議会議案に対する教育委員会の意見について

②情緒障害児短期治療施設及び入所児童に対する教育的支援について

③平成２６年度大分県子ども読書活動コンクール及び

第２回大分県子どもと本をつなぐネットワークフォーラムについて

④平成２６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果について

（３）その他

４ 閉 会











































































































































































































情緒障害児短期治療施設開設及び入所児童に対する教育的支援

１ 情緒障害児短期治療施設の概要

(1) 施設設置根拠等

児童福祉法第４３条の２

情緒障害児短期治療施設は、軽度の情緒障害を有する児童を、短期間、入所させ、又は

保護者の下から通わせて、その情緒障害を治し、あわせて退所した者について相談その他

の援助を行うことを目的とする施設とする。

心理的・精神的な課題を抱える児童に対し、医療の観点から生活支援を基盤とした心理治療

を行う児童福祉施設である。入所期間の全国平均は２年４ヶ月程度で、家庭復帰や児童養護施

設・里親等での養育につなぐ役割をもつ。

【施設の特徴】

＊児童精神科等の医師が迅速に対応できる体制をとり、心理療法担当職員の配置も厚い。

＊仲間作りが苦手な子どもに施設での生活や遊び等をとおして主体性を育てる支援を行う。

(2) 施設入所対象の児童の標準的な状態像

○被虐待経験や周囲の環境要因により、社会生活の課題を生じている児童。

○周囲の不適切な対応により、二次的に適応が困難になっている発達障がい児。

○場面緘黙、強度の不安等の問題を抱えており、環境調整等で改善が見込まれる児童。

○心身症等により、不登校の問題が生じている児童。

(3) 施設の重要性

国は、『子ども・子育てビジョン』（平成２２年１月閣議決定）で、児童虐待の防止、社会

的養護の充実を主要施策の一つに掲げ、平成２６年度までに４７か所の情緒障害児短期治療施

設設置を数値目標とした。（各都道府県１か所を想定）

県では、『安心・活力・発展プラン２００５』中のきめ細かな対応が必要な子どもと親への

支援に関する主な取組の一つに、「情緒障害児短期治療施設の設置促進」を明記している。

２ 施設設置状況

(1) 各都道府県の設置状況

○全国：３８施設（平成２６年４月現在）

○九州：福岡、長崎、熊本、鹿児島の４県に計４施設。宮崎県は平成２７年４月に開設予定。

(2) 本県初の情緒障害児短期治療施設開設

○設 置 者：社会福祉法人藤本愛育会 （理事長 藤本 保 氏）

○設置場所：大分市芳河原台

○名 称：大分こども心理療育センター愛育学園はばたき

○開設時期：平成２７年４月１日（予定）

○定 員：３０名（開設当初の入所児は、児童相談所が調整中）
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３ 施設開設に伴う学校教育

大分市が市立小・中学校の分校を平成２７年４月に新設。（施設併設校）

【施設併設校のメリット】

＊生活拠点のすぐ隣に学校があるので、入所児が安心感をもって授業にのぞめる。

＊分校教員が、施設入所児への対応に関する専門的な助言を施設職員から日常的に得られる。

＊授業中に不適応行動があった場合、医師や生活指導員による迅速な対応ができる。

４ 県教育委員会の対応

(1) 特別支援学級新設等の検討（本年度内）

大分市教育委員会は施設併設校（分校）の新設に際し、特別な教育課程を編成して入所児に

適した教育を行うことが必要との立場から、特別支援学級の設置を想定。

県教育委員会としては、現在、学校新設に係る人員配置等について大分市教育委員会と協議

中。

(2) 教員研修の実施（本年度内）

○対象者：県内小・中学校の特別支援教育コーディネーター等

○講 師：医師や臨床心理士

○内 容：情緒障害児短期治療施設の概要、情緒障がい児の心情理解に基づく支援者の心得

等に関する理解を図る。

(3) 県外施設の訪問（本年度内）

○参加者：県立特別支援学校教員で、巡回相談を担当する者

○趣 旨：医療・生活・教育の各観点から行う支援の実際に関する理解を深め、各地域の小

・中学校からの要請に対する助言・援助にいかす。

○訪問先：熊本・鹿児島の各施設とその併設校を２班で訪問。

完成予想図

施設

分校
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平成 26 年度大分県子ども読書活動コンクールについて（概略）  

１ 趣旨 

平成 24 年度までの「大分県子どもの読書活動優秀実践団体（者）」に代わり、

子どもの読書活動における取組において優れた実践を行っている学校、図書館

等の社会教育施設、団体及び個人の優秀な事例を表彰する。さらに、その成果

を広く紹介し、子どもの読書活動についての関心と理解を深め、読書活動への

参画を啓発することにより、子どもの読書活動の一層の推進に資する。 
  

２ 主催 大分県教育委員会 
 

３ 募集部門及び募集対象 

  ○学校の部 

  ・県内に所在する国公立、私立の小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校 

  ・応募する学校は、「読書活動」「学校図書館を活用した授業実践」の２つの

テーマのうち、いずれかを選び、応募する。   

○社会教育施設等の部 

  ・県内に所在する図書館法第２条に規定する図書館及び社会教育法第２１条

に規定する公民館のほか、児童館その他の施設で、子どもの読書活動を推

進するもの 

  ・公、私立の別は問わず、施設の設置者が推薦することもできる。 

  ○団体及び個人の部 

  ・県内に主たる事務所が所在する団体又は県内に居住する個人 

・自薦、他薦を問わない。 

４ 賞 

募集部門 賞 数  副賞 

学 校 の

部 

「読書活動」 最優秀賞  1 図書カード 10万円 

優秀賞 2 図書カード 4 万円 

「 学 校 図 書 館 を 活 用 し た 授 業 実

践」 

最優秀賞  1 図書カード 10万円 

優秀賞 2 図書カード 4 万円 

社会教育施設等の部 最優秀賞 1 図書カード 3 万円 

優秀賞 2 図書カード 1 万円 

団体及び個人の部 最優秀賞 1 図書カード 3 万円 

優秀賞 2 図書カード 1 万円 

５  応募 

  ○募集期間 平成２６年７月３１日（木）～９月３０日（火）（当日消印有効） 

６ 応募状況 

募集部門 応募数  

○学校の部 「読書活動」 ６ 小５、高１  

「学校図書館を活用した授業実践」 ４ 小１、中２、高１  

○社会教育施設等の部 ０  

○団体及び個人の部 ８ 大分市１、日田市２、豊後高田市１、 

宇佐市１、玖珠町１、佐伯市２ 

合     計  １８  

７  審査 

  大分県子ども読書活動コンクール審査委員会にて審査・各賞選出。 

  ○日時  平成２６年１１月２１日(金)午後２時３０分～午後５時００分 

  ○場所  大分県庁別館 教育委員室（７階）（大分市府内町３丁目１０番１号） 

８ 審査発表及び表彰 

 「子どもと本をつなぐネットワークフォーラム」において表彰。 

  ○日時  平成２６年１２月１３日(土)午前１０時００分～午後４時００分 

  ○場所  大分県立図書館 
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大 分 県 子 ども読 書 活 動 コンクール入 賞 校 及 び施 設 、団 体 について 

○学 校 の部 ・「読 書 活 動 」    応 募 数  ６校  
（最 優 秀 賞 ） 由 布 市 立 西 庄 内 小 学 校 （由 布 市 ）  
 本 の紹 介 や読 書 クイズを親 子 で作 り、学 年 PTA で発 表 する取 組 、親 子 で聴 く講 演 会 の取 組 な

ど、PTA と連 携 した「親 子 読 書 」が盛 んである。保 護 者 にも学 校 図 書 館 が開 放 されており、家 庭 で図

書 館 の話 題 が増 え、意 欲 的 に様 々な分 類 の本 を借 りる子 どもたちが増 えている。また、心 を穏 やかに

する図 書 の保 健 室 への設 置 や、廊 下 や玄 関 先 への展 示 コーナーの設 置 など、読 書 を促 す環 境 づく

りなど、保 護 者 を巻 き込 んだ子 どもの読 書 環 境 の充 実 に向 けた取 組 が高 く評 価 された。  
（優 秀 賞 ）  津 久 見 市 立 保 戸 島 小 学 校 （津 久 見 市 ）  
 毎 週 木 曜 日 を「家 読 （うちどく）の日 」として全 校 一 斉 に家 庭 での読 書 に取 り組 み、翌 日 金 曜 日 に

は集 会 で読 んだ本 の紹 介 を行 う親 子 読 書 の取 組 が評 価 された。  

（優 秀 賞 ）  臼 杵 市 立 下 南 小 学 校 （臼 杵 市 ）  
 学校 司 書 と担 任 が連 携 したブックトークにより、子 どもの読 書 活 動 への意 欲 向 上 に向 けた取 組 が

評 価 された。  

  

○学 校 の部 ・「学 校 図 書 館 を活 用 した授 業 実 践 」    応 募 数  ４校  
（最 優 秀 賞 ） 佐 伯 市 立 佐 伯 小 学 校 （佐 伯 市 ）  
 全 学 年 を通 して、読 書 の幅 を広 げるための授 業 を全 教 職 員 で意 図 的 ・計 画 的 に行 っている。本 の

感 想 を伝 え合 う言 語 活 動 を重 視 した国 語 科 の授 業 を学 校 図 書 館 と連 動 させるとともに、授 業 に適 し

た図 書 館 へと改 造 が行 われた。その結 果 、国 語 科 だけでなく、他 教 科 での図 書 館 活 用 が盛 んとな

り、自 主 的 に学 校 図 書 館 に訪 れる子 どもが増 えている。図 書 委 員 会 による読 書 郵 便 や図 書 館 ボラン

ティアの支 援 、PTA 活 動 との連 携 など、子 ども・教 師 ・保 護 者 が協 力 して授 業 を支 える読 書 環 境 を

整 備 する体 制 づくり等 が高 く評 価 された。  
（優 秀 賞 ）  豊 後 大 野 市 立 三 重 中 学 校 （豊 後 大 野 市 ）  

学校図書館教育の全体計画や図書館活用授業カリキュラムが作成され、全職員・全教科

で図書館を活用した授業研究への取組が行われている点が評価された。  

（優 秀 賞 ）  県 立 大 分 上 野 丘 高 等 学 校 （大 分 市 ）  
学校司書のコーディネートによる教員と連携した図書館活用授業が様々な教科で行わ

れている点が評価された。  

 
○団 体 及 び個 人 の部   応 募 数   ８団 体  
（最 優 秀 賞 ） エホント（日 田 市 ）  
 「うたよみライブ」の企 画 や、ワークショップ、勉 強 会 、絵 本 セラピー、小 学 校 での朝 の読 み聞 かせ

等 、様 々な活 動 を行 っている。特 に、大 きな取 組 として、子 どもから大 人 までが絵 本 を楽 しむ目 的 で、

３００人 規 模 のお祭 り「エホントまつり」を主 催 している。また、映 画 『じんじん』を自 主 上 映 し、その益 金

で１００冊 の本 を図 書 館 や児 童 館 等 へ寄 贈 も行 っている。昨 年 度 からは、廃 校 の学 校 図 書 を活 かす

ための配 本 サービスを日 田 市 と協 働 で実 施 している。絵 本 をきっかけに親 子 のコミュニケーションを深

めるための特 色 ある取 組 、絵 本 を中 心 としたまちづくりへつとながる取 組 が高 く評 価 された。  
（優 秀 賞 ）  大 分 おはなしボランティア協 会 （旧 コンパル読 みきかせの会 ）（大 分 市 ）  
 平 成 １６年 より活 動 を開 始 し、市 民 図 書 館 や小 学 校 等 で幅 広 く活 動 している。また、保 健 所 での１

歳 ６ヵ月 検 診 時 に行 う読 み聞 かせは、これまで１００回 以 上 行 われていることなどが評 価 された。  
（優 秀 賞 ）  おはなしクラブありんこ（宇 佐 市 ）  
 平 成 １２年 より、２１人 のメンバーによる小 学 校 での読 み聞 かせ活 動 を行 っている。老 人 ホームでの

お年 寄 りへの読 み聞 かせや６ヵ月 検 診 に訪 れた親 子 への読 み聞 かせ活 動 等 が評 価 された。 
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子どもと本をつなぐ 
     

10:00  オープニング 

10:10  大分県子ども読書活動コンクール 

入賞者表彰 

10:40  広瀬 恒子氏講演 

12:00  休憩 

                          

プ ロ グ ラ ム 

ビブリオバトル（知的書評合戦） 

    

  

日 程 平成２６年   月   日（土）

会 場 大分県立図書館  視聴覚ホール・研修室 

対 象 

 

ネットワークフォーラム 

子どもの読書活動に取り組む市民グループ、図書館・学校・大学等の関係者、 

行政関係者、民間団体のほか、子どもの読書活動に関心のある方など 200 名程度 

広瀬 恒子氏 講演 

    

参

加

者

募

集 

! 

 
講師プロフィール：広瀬 恒子氏 

1932 年東京生まれ。1968 年に世田谷で親子読書会を立ち

上げ、児童文庫活動に33 年間携わる。世田谷の図書館を考え

る会、日本子どもの本研究会、学校図書館を考える全国連絡

会世話人。親子読書地域文庫全国連絡会代表。 

著書：「読書ボランティア活動ガイド」 「だから、子どもの本は

面白い」など 

 

13:00  高校生によるビブリオバトル  

14:10  分科会 

★分科会１（２階 視聴覚ホール） 

「地域のネットワークづくりのために ～豊後高田市の事例に学ぶ～」 

   「ネットワークの充実と連携 ～中津市の事例に学ぶ～」    

★分科会２（1 階 研修室） 

「やってみよう！ビブリオバトル ～高校生と語る読書活動～」 

16:00  閉会 

 

ビブリオバトル（知的書評合戦）ルール 

①発表者が読んで面白いと思った本を持って集まる。 

②一人 5 分間でその本の魅力を紹介する。 

③発表後、参加者全員でその発表に関するディスカッション 

を 2～3 分行う。 

④「どの本が一番よみたくなったか？」を基準に投票を 

行い、最も票を集めたものを 『チャンプ本』 とする。 

 

 
当日参加歓迎！！ 

紹介したい子どもの本、子ども

の読書に関する本を持って集

まろう！ 

 

大 第 ２ 回 分 県 
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平成２６年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果について 

教育庁体育保健課   

 

１ 調査の目的 

(１) 子供の体力等の状況に鑑み、国が全国的な子供の体力の状況を把握・分析することにより、

子供の体力の向上に係る施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

(２) 各教育委員会、各国公私立学校が全国的な状況との関係において自らの子供の体力の向上

に係る施策の成果と課題を把握し、その改善を図るとともに、そのような取組を通じて、子

供の体力の向上に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

(３) 各国公私立学校が各児童生徒の体力や運動習慣、生活習慣等を把握し、学校における体育･

健康に関する指導などの改善に役立てる。 

 

２ 調査の対象とする児童生徒 

国・公・私立学校の以下の学年の原則として全児童生徒を対象。 

(１) 小学校調査 

小学校第５学年、特別支援学校小学部第５学年 

(２) 中学校調査 

中学校第２学年、中等教育学校第２学年、特別支援学校中学部第２学年 

ただし、特別支援学校及び小・中学校の特別支援学級に在籍している児童生徒については、

その障害等を考慮して、参加の是非を適切に判断。 

 

３ 調査事項 

(１) 児童生徒に対する調査 

ア 実技に関する調査（測定方法等は新体力テストと同様） 

［８種目］握力、上体起こし、長座体前屈、反復横とび、20ｍシャトルラン、50ｍ走、立

ち幅とび、ソフトボール投げ（中学校はハンドボール投げ） 

（※中学校は、持久走か20ｍシャトルランのどちらかを選択） 

イ 質問紙調査 

・運動習慣、生活習慣等に関する質問紙調査 

(２) 学校に対する質問紙調査 

・子供の体力向上に係る取組等に関する質問紙調査 

(３) 教育委員会に対する質問紙調査 

・子供の体力向上に係る施策等に関する質問紙調査 

 

４ 大分県における調査校数・児童生徒数 

(１)小学校（２８４校、男子５，１８６名、女子４，８４５名：特別支援学校含む） 

(２)中学校（１３１校、男子４，７４０名、女子４，４４０名：特別支援学校含む） 
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【資料３】

【小学生】

している していない 行っている
行って
いない

特定の
学年のみ

行っている
行って
いない

特定の
学年のみ

全国計 79.9% 20.1% 90.4% 7.8% 1.8% 83.4% 13.9% 2.8%

大分県 97.5% 2.5% 98.6% 1.4% 0.0% 84.9% 14.8% 0.4%

【小学生】

している
して
いない

行っている
行って
いない

特定の
学年のみ

行っている
行って
いない

特定の
学年のみ

全国計 59.7% 40.3% 37.4% 59.4% 3.2% 77.7% 20.9% 1.4%

大分県 79.7% 20.3% 55.1% 42.8% 2.1% 78.8% 20.1% 1.1%

【中学生】

している していない 行っている
行って
いない

特定の
学年のみ

行っている
行って
いない

特定の
学年のみ

全国計 65.4% 34.6% 68.3% 30.5% 1.2% 44.2% 54.6% 1.1%

大分県 90.0% 10.0% 94.7% 5.3% 0.0% 67.7% 31.5% 0.8%

【中学生】

している
して
いない

行っている
行って
いない

特定の
学年のみ

行っている
行って
いない

特定の
学年のみ

全国計 71.8% 28.2% 20.6% 78.3% 1.1% 55.9% 43.1% 1.1%

大分県 90.0% 10.0% 40.0% 59.2% 0.8% 68.5% 30.8% 0.8%

県平均が、全国平均を１０ポイント以上上回った項目

質問４ 質問４-２ 質問５

区分

運動実施時間が少ない
生徒の状況把握

運動実施時間が少ない
生徒のための取組の有無

生活習慣改善の取組の有無

質問１ 質問２ 質問３

区分

体力・運動能力向上の
目標設定

体力・運動能力向上に
係る取組の有無

保健体育授業以外に
運動時間確保の取組の有無

質問４ 質問４-２ 質問５

区分

運動実施時間が少ない
児童の状況把握

運動実施時間が少ない
児童のための取組の有無

生活習慣改善の取組の有無

学校質問紙による調査結果（抜粋）

質問１ 質問２ 質問３

区分

体力・運動能力向上の
目標設定

体力・運動能力向上に
係る取組の有無

体育授業以外に
運動時間確保の取組の有無
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